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１１
月
２０
日
（
金
）
、
芳
田
日
本

語
学
習
講
座
の
受
講
生
と
講
師

８
人
は
、
吉
備
中
央
町
の
岡
崎
嘉

平
太
記
念
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
に
次
い
で
２
回
目
で

す
。 事

前
に
予
約
し
て
い
た
の
で
、

館
の
職
員
が
あ
た
た
か
く
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。 

職
員
の
初
岡
さ
ん
が
、
日
中
貿

易
な
ど
を
通
し
て
国
交
正
常
化
に

尽
く
し
た
岡
崎
氏
の
一
生
を
写

真
と
パ
ネ
ル
を
も
と
に
、
て
い
ね
い

に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

中
国
帰
国
者
の
受
講
生
は
、
書

斎
コ
ー
ナ
ー
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た

周
恩
来
総
理
の
写
真
、
中
国
の
古

い
お
金
、
嘉
平
太
さ
ん
が
愛
用
し

係
の
遺
品
、
岡
崎
氏
が
訪
中
時
に

持
ち
帰
っ
た
周
恩
来
の
画
像
や
彫

像
、
各
種
記
念
バ
ッ
ジ
は
長
年
の

彼
と
中
国
と
の
付
き
合
い
の
証
。 

岡
崎
氏
は
、
幼
少
に
し
て
父
と

死
別
し
、
母
の
手
ひ
と
つ
で
育
て

ら
れ
ま
し
た
。 

２２
歳
の
時
、
東
京
帝
国
大
学

法
学
部
政
治
学
科
へ
入
学
し
ま
し

た
。
２５
歳
で
日
本
銀
行
へ
入
行
本

店
勤
務
。
昭
和
２１
年
（
１
９
４
６

ま
れ
ま
し
た
。 

先
生
は
一
生
懸
命
に
日
中
友

好
交
流
、
両
国
民
間
交
易
、
日
中

航
空
協
定
な
ど
を
促
進
し
ま
し

た
。 戦

後
１
０
０
回
に
及
ぶ
訪
中
で

中
国
人
の
古
く
か
ら
の
友
人
と
称

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
中
国
を

愛
す
る
日
本
人
と
し
て
深
く
尊

敬
さ
れ
て
い
ま
す
。 

中
国
の
要
人
、
郭
沫
若
、
周
恩

来
、
鄧
小
平
な
ど
と
何
度
も
接
見

し
て
い
ま
す
。 

日
中
両
国
が
世
代
を
超
え
て

日
中
友
好
が
長
く
続
く
こ
と
が
岡

崎
先
生
の
一
生
の
願
い
で
す
。 

 
岡
崎
嘉
平
太
記
念
館 

訪
問
の
感
想
文 

黒
田 

知
恵 

岡
崎
記
念
館
は
、
岡
崎
氏
の
遺

徳
を
し
の
び
そ
の
業
績
を
顕
彰
す

る
た
め
、
平
成
１３
（
２
０
０
１
）
年

に
開
館
し
ま
し
た
。 

館
内
は
飾
り
約
７
５
０
０
件
の
遺

品
、
一
番
の
印
象
は
中
国
と
の
関

年
）
４９
歳
の
岡
崎
氏
は
上
海
か
ら

帰
り
ま
し
た
、
帰
国
後
は
何
度
も

企
業
の
要
職
に
就
任
。 

岡
崎
氏
は
何
度
も
訪
中
、
日

中
国
交
正
常
化
の
過
程
の
中
で
重

要
な
役
割
を
発
揮
し
ま
し
た
。 

岡
崎
氏
は
中
国
人
が
敬
愛
す

る
古
い
友
人
、
別
名
、
中
日
友
好

の
井
戸
を
掘
る
人
。 

天
気
も
良
く
、
よ
い
見
学
会
で

し
た
。 

 

益
田 

聖
子 

岡
崎
先
生
は
１
８
９
７
年
、
岡

山
県
賀
陽
郡
吉
備
中
央
町
に
生

て
い
た
ペ
ン
や
筆
な
ど
の
興
味
を

示
し
、
写
真
に
お
さ
め
ま
し
た
。 

今
回
は
、
９
月
２０
日
か
ら
１２

月
２７
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る

秋
の
特
別
企
画
「
岡
崎
嘉
平
太
の

遺
品
に
見
る
中
国
」
も
参
観
し
ま

し
た
。 

こ
こ
に
は
、
中
国
・
北
京
市
香

山
公
園
で
く
つ
ろ
ぐ
写
真
、
藩
恭

寿
画
「
倣
文
伯
仁
泉
水
図
」
、
京

劇
の
面
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
、
「
鳳
」
の
図

案
な
ど
中
国
文
化
の
一
端
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

現
在
、
日
本
と
中
国
の
国
民
感
情

は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
の
交
流
を
通
し
て
、
相
互

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
日
中

友
好
の
た
め
に
大
切
で
す
。 

今
回
の
企
画
は
、
時
宣 

を
得
た
催
し
だ
と
思
い 

ま
し
た
。
秋
の
行
楽
日 

和
に
、
楽
し
い
校
外
学 

習
が
で
き
ま
し
た
。 

 

つ
ぎ
に
、
２
人
の
受
講 

生
の
感
想
を
紹
介
し 

ま
す
。 

 

岡
崎
嘉
平
太
記
念
館
を
見
学 

―
中
国
文
化
の
一
端
に
触
れ
る
― 

 

左から２人目が黒田さん ３人目が益田さん 

日中友好協会 倉敷支部 

２０１５年度 望年会 

日 時：１２月５日（土）１８時より 

場 所：又来軒（天満屋６階） 

会 費：５，０００円 

 

支部結成１０周年の望年会、ともに祝いましょう！ 

 

 この１２月は、日中友好協会倉敷支部１０周年に当たり

ます。この１０年間の支部の歩みをどうご覧になります

か？ 

 日中関係が最悪といわれる中でも、それにひるまず「日

中友好は平和の基礎」「中国は大切な隣国、もっと友好

的に」と主張する市民組織はかけがえのないものです。

もっと幅広く、もっと楽しく！を合言葉に前進を目指して

います。どうぞ、日中倉敷支部の望年会にご参加くださ

い、お願いいたします。 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１２
月
１４
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

小林 

真田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

か
り
、
そ
の
結
果
、
イ
ン
ド
か
ら
の

石
油
の
供
給
を
止
め
ら
れ
、
カ
ト

マ
ン
ズ
で
は
、
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
が

長
い
列
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
並

び
、
ガ
ソ
リ
ン
を
待
っ
て
い
る
風
景

を
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
目
に
し
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
、
複
雑
な
政
情
の

姿
を
垣
間
見
た
気
が
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
旅
も
そ
の
影
響
を
少

な
か
ら
ず
受
け
ま
し
た
。
し
か

し
、
ど
の
国
に
も
屈
服
せ
ず
、
国

民
の
生
活
と
福
祉
と
平
和
の
立

場
で
為
政
者
は
行
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
の
点
、
３
番
目
に

訪
れ
た
、
地
域
の
短
大
と
い
う
説

明
を
受
け
た
学
校
の
壁
に
は
大
き

く
「
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｉ
Ｓ 

 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｏ
Ｆ 

 

Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」
と
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
学
校
と
行
っ
て
も
、
教
室

の
中
は
土
間
の
よ
う
で
、
白
板
と

机
と
椅
子
が
あ
る
だ
け
、
現
代
の

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

環
境
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
、
教
育
の

意
味
、
こ
と
ば
に
は
、
日
本
の
学

校
で
は
な
か
な
か
な
い
す
ば
ら
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

つ
づ
く 

 

岡
山
大
学
山
岳
会
が
ダ
ウ
ラ
ギ

リ
五
峰
の
初
登
頂
を
行
っ
て
か

ら
、
40
周
年
、
そ
の
時
に
お
世
話

に
な
っ
た
と
い
う
山
麓
の
人
た
ち
へ

の
教
育
支
援
を
始
め
て
５
年
、
今

年
４
回
目
の
支
援
を
す
る
会
の
ご

好
意
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
４
か
所
の

村
々
を
訪
れ
て
き
ま
し
た
。 

標
高
約
２
０
０
０
ｍ
に
あ
る
山

麓
の
村
々
の
学
校
の
校
庭
に
テ
ン

ト
を
張
っ
て
、
約
７
０
０
０
ｍ
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
脈
に
そ
び
え
た
つ
ダ
ウ
ラ

ギ
リ
連
邦
を
仰
ぎ
見
、
生
活
す
る

人
々
の
営
み
に
触
れ
て
き
ま
し

た
。
ネ
パ
ー
ル
は
今
年
５
月
に
７
年

が
か
り
の
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
ば

あ
お
っ
た
」
と
断
定
し
、
先
人

（
田
中
角
栄
や
鈴
木
善
幸
）
が

決
着
し
た
よ
う
に
「
棚
上
げ
」

で
日
中
友
好
は
保
持
で
き
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
今
で
も
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
在
特
権

グ
ル
ー
プ
か
ら
、
林
氏
に
対
し

て
「
切
腹
し
て
日
本
人
に
謝
れ
」

と
脅
迫
文
が
、
今
日
ま
で
続
い

て
い
る
様
子
が
わ
か
っ
た
。 

二
番
目
が
長
野
県
阿
智
村
に

あ
る
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
副

館
長
の
寺
沢
秀
文
氏
の
「
満
蒙

開
拓
平
和
記
念
館
の
設
立
趣

旨
」
に
か
か
わ
る
講
演
だ
っ
た
。

寺
沢
氏
は
戦
後
生
ま
れ
で
あ
っ

た
が
、
ご
両
親
が
吉
林
市
近
く

に
あ
っ
た
水
曲
柳
開
拓
団
（
大

日
向
村
開
拓
団
の
隣
）
の
出
身

者
で
あ
っ
た
。
寺
沢
氏
の
お
話

を
聞
き
た
く
て
、
今
回
の
講
演

に
は
高
見
英
夫
さ
ん
、
高
杉
久

治
さ
ん
、
今
岡
寛
さ
ん
、
小
林

軍
治
先
生
も
出
席
さ
れ
た
。
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
駆
使
さ
れ

て
、
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
の

内
部
の
映
像
や
開
拓
団
の
写

真
、
青
少
年
義
勇
軍
の
あ
ど
け

な
い
顔
が
印
象
に
残
っ
た
。 

三
番
目
が
、
一
般
社
団
法
人

日
中
協
会
理
事
長
の
白
西
紳
一

郎
氏
の
「
こ
れ
か
ら
の
日
中
関

係
の
展
望
」
と
い
う
講
演
で
あ

っ
た
。
白
西
氏
は
被
爆
体
験
か

ら
日
中
友
好
の
懸
け
橋
と
な
っ

て
訪
中
回
数
だ
け
で
も
六
百
回

を
超
え
る
そ
う
だ
。
特
に
尖
閣

列
島
を
め
ぐ
る
日
中
の
係
争
に

関
し
て
、
知
恵
の
な
い
話
で
「
安

保
法
案
を
通
す
た
め
に
危
機
を

１１
月
２１
日
（
土
）
岡
山
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
岡
山
県
華

僑
華
人
総
会
が
主
催
す
る
、
第

七
回
特
別
講
演
会
に
参
加
し

た
。
今
回
の
講
演
に
は
約
３０
人

が
参
加
し
、
三
人
の
講
演
者
か

ら
の
話
を
聞
い
た
。 

第
一
番
目
が
、
旅
日
華
僑
交

流
促
進
会
代
表
の
林
伯
耀
氏
が

「
在
日
中
国
人
の
歴
史
を
振
り

返
る
」
と
題
し
て
、
在
日
中
国

人
の
人
権
を
語
っ
た
。
中
で
も
、

花
岡
事
件
や
関
東
大
震
災
の
中

国
人
虐
殺
に
関
し
て
詳
し
い
内

容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
事
件
は
「
歴
史
上
」
の
こ

津高公民館で中国語講座開講 
 

日中友好協会岡山支部は、２０１５年１２月、２０１６

年１月、２月の３か月（計９回）限定で、中国語講座を

開講します。講師は、馬 小菲さんです。 

１２月７日（月）１３時～１５時に開講式を行います。

現在は受講生は３人です。受講希望の方は当日見

学に来てください。 

なお、３月以降については、日中岡山支部、講師、

受講生で相談して決めます。 

連絡先：日中岡山支部 小林軍治 

 TEL 090-8240-2001 

 

第
七
回
特
別
講
演
会
を
聞
い
て 

 

と
を
強
調
さ
れ
て
い
た
の
が
印

象
的
だ
っ
た
。 

 

青
木
康
嘉 

林 伯耀氏        寺沢 秀文氏      白西 紳一郎氏 

『
中
国
の
若
者
は
今
・
・
』 

～
日
中
友
好
の
「大
河
の
一
滴
」
に
な
ら
ん
！
～ 

倉
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
倉

敷
会
場
）
で
の
記
念
講
演 

南
京
・

三
江
学
院
日
本
語
科
元
教
師 

河
本
雅
明
氏
の
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。
演
題
は
『
中
国
の
若
者
は

今
・
・
』
～
日
中
友
好
の
「
大
河
の

一
滴
」
に
な
ら
ん~

で
し
た
。 

 

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部

は
、
２
０
０
９
年
に
河
本
先
生
が
、

今
日
話
さ
れ
た
南
京
・ 

三
江
学

院
に
お
邪
魔
し
、
学
生
と
交
流
を

し
ま
し
た
。
私
は
そ
の
中
で
「
中
国

の
学
生
は
、
ま
じ
め
に
本
当
に
よ

く
勉
強
を
す
る
」
「
日
本
に
あ
こ
が

れ
て
い
る
学
生
が
多
い
」
「
日
中
友

好
運
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
」
な

ど
な
ど
の
感
想
を
本
稿
（
よ
し
子

の
微
笑
み
ブ
ロ
グ
ｐ
ｒ
ｔ
１
）
に
書
き

ま
し
た
。
今
日
の
先
生
の
講
演
を

聴
い
て
学
生
た
ち
が
、
日
中
友
好

の
「
大
河
の
一
滴
」
に
な
ら
ん
！
と

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か

り
頼
も
し
く
思
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
南
京
・
三
江
学
院
の
学

生
と
懇
談
を
す
る
日
中
友
好
協

会
倉
敷
・
岡
山
支
部
の
み
な
さ
ん

２
０
０
９
・
１
１
月
） 

大
本
芳
子 

ネ
パ
ー
ル
旅
行
（
１
） 

 
 

 
 

10
月
18
～
29
日 

 
 

 
 

 

稲
葉
泰
子 


